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第
４
章　

核
兵
器
の
非
人
道
性
と
戦
争
の
非
人
道
性

水
本　

和
実

　

こ
こ
数
年
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
基
づ
き
核
兵
器
の
廃
絶
や
非
合
法
化
（
核
兵
器
禁
止
条
約
）
を
求
め

る
動
き
が
国
際
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
ス
イ
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
一
六
カ
国
が
提

案
し
た
「
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
共
同
声
明
」
へ
の
賛
同
国
は
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
一
五
九
カ

国
に
達
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
の
原
点
に
あ
る
の
が
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
被

爆
体
験
を
も
た
ら
し
た
原
爆
投
下
に
関
し
て
は
、
米
国
社
会
に
今
な
お
根
強
い
「
原
爆
投
下
正
当
論
」
が

存
在
し
、
そ
の
こ
と
が
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た
日
米
や
国
際
社
会
に
お
け
る
共
同
認
識
の
形
成
を
妨
げ
る

一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

本
章
は
、
原
爆
投
下
を
二
つ
の
視
点
で
捉
え
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
認
識
の
対
立
を
克
服
す
る
こ
と
を
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め
ざ
す
。
二
つ
の
視
点
と
は
、
非
人
道
兵
器
と
し
て
の
原
爆
と
、
戦
争
の
文
脈
に
お
け
る
原
爆
投
下
で
あ

る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
、
原
爆
投
下
を
も
た
ら
し
た
戦
争
の
非
人
道
性
で
あ
る
。

被
爆
地
・
広
島
が
そ
れ
ぞ
れ
の
非
人
道
性
を
訴
え
る
こ
と
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
対
立
の
克
服
が
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１　

核
兵
器
の
非
人
道
性

被
爆
体
験
に
み
る
核
兵
器
の
危
険
性

　

被
爆
体
験
に
は
一
般
の
「
戦
争
体
験
」
や
「
大
空
襲
の
体
験
」
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
明
ら
か

に
異
な
る
側
面
も
存
在
す
る
。

　
圧
倒
的
に
高
い
死
亡
率　

原
爆
の
被
害
の
危
険
性
を
雄
弁
に
物
語
る
数
字
と
し
て
死
亡
率
が
挙
げ
ら
れ

る
。
政
府
の
経
済
安
定
本
部
が
一
九
四
九
年
四
月
に
発
表
し
た
『
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
我
国
の
被
害
総
合

報
告
書
』
は
、
広
島
、
長
崎
を
含
む
主
要
都
市
に
お
け
る
戦
災
の
死
者
数
を
一
九
四
四
年
二
月
の
人
口
と

比
較
し
、
死
亡
率
を
推
計
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
広
島
市
の
死
亡
率
は
二
三
・
二
％
、
長
崎
市
の
死
亡

率
は
八
・
八
％
で
あ
り
、
他
の
都
市
は
「
東
京
都
区
域
」
の
一
・
四
％
を
除
く
と
い
ず
れ
も
一
％
以
下
で
あ

る
の
に
対
し
、
際
立
っ
て
高
い
。
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こ
の
デ
ー
タ
は
広
島
市
の
死
者
を
七
万 

八
一
五
〇
人
、
長
崎
市
の
死
者
を
二
万 

三
七
五
三
人
と
か
な
り
低
く
見
積
も
っ
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
推
計
に
よ
れ
ば
広
島
市
の

死
者
は
約
一
四
万
人
±
一
万
人
、
長
崎
市
の

死
者
は
約
七
万
四
〇
〇
〇
人
（
い
ず
れ
も

一
九
四
五
年
一
二
月
末
ま
で
）
で
あ
り
、
そ
の
数

字
を
あ
て
は
め
れ
ば
、
死
亡
率
は
広
島
市
が

四
一
・
六
％
±
三
％
、
長
崎
市
が
二
七
・
四
％

に
な
る
。
通
常
兵
器
の
空
襲
を
受
け
た
他
都

市
の
死
亡
率
と
比
較
す
る
と
、
原
爆
が
持
つ

無
差
別
大
量
の
殺
傷
力
の
大
き
さ
が
改
め
て

浮
き
彫
り
に
な
る
（
表
１
参
照
）。

　
物
理
的
影
響
―
―
特
異
な
破
壊
力　

高
い

死
亡
率
を
も
た
ら
す
原
爆
の
圧
倒
的
な
破
壊

表 １　太平洋戦争による主要都市の死亡率

都市名 死者数
1944年

２ 月
の人口

死亡率
現在の

推定死者数に
基づく死亡率

広 島 市 78,150 336,483 ２3.２％ 41.6％±3％

長 崎 市 ２3,753 ２70,063 8.8％ ２7.4％

東京都区域 95,374 6,657,6２0 1.4％ ―

神 戸 市 6,789 918,03２ 0.7％ ―

名古屋市 8,076 1,349,740 0.6％ ―

横 浜 市 4,616 1,034,740 0.4％ ―

大 阪 市 9,２46 ２,833,34２ 0.3％ ―

（出典）経済安定本部『太平洋戦争による我国の被害総
合報告書』（1949年 4 月）を基に筆者作成
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力
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
「
爆
風
」「
熱
線
」「
放
射
線
」
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
加
え
て
衝
撃
波
や
高
熱
火
災
な
ど
を
挙
げ
る
資
料
も
あ
る
が
、
衝
撃
波
は
爆
風
の
一
部
、
高
熱
火
災
は

爆
風
と
熱
線
の
複
合
被
害
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
複
合
し
て
、
通
常
兵
器
で
は
不
可

能
な
原
爆
特
有
の
破
壊
力
を
も
た
ら
し
た
。

　
医
学
的
影
響
―
―
放
射
線
被
曝
の
危
険
性　

核
兵
器
の
危
険
性
を
最
も
端
的
に
物
語
る
の
は
、
放
射
線

被
曝
で
あ
る
。
被
爆
直
後
か
ら
被
爆
者
は
、
放
射
線
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
様
々
な
障
害
に
苦
し
ん

で
き
た
。
身
体
的
障
害
は
、
被
爆
直
後
か
ら
ほ
ぼ
四
カ
月
後
ま
で
に
起
き
る
「
急
性
障
害
」
と
、
そ
れ
以

降
に
起
き
る
「
後
障
害
」
に
分
け
ら
れ
、
内
容
も
脱
毛
や
下
痢
、
発
熱
、
嘔
吐
か
ら
白
血
病
、
白
内
障
、

各
部
位
の
癌
、「
原
爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
と
呼
ば
れ
る
虚
脱
症
状
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
「
原

爆
病
」「
原
爆
症
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
放
射
線
と
の
因
果
関
係
の
立
証
が
当
初
は
困
難
な
も
の
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
放
射
線
医
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
ら
の
努
力
で
そ
の
構
造
が
次
第
に
解
明
さ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
広
島
大
学
原
爆
放
射
能
医
学
研
究
所
（
現
・
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所
）
の
所
長
を
務
め
た
鎌
田
七

男
氏
は
放
射
線
が
引
き
起
こ
す
障
害
に
つ
い
て
「
放
射
線
が
遺
伝
子
に
傷
を
付
け
る
こ
と
」
に
起
因
す
る

と
い
う
。
被
爆
者
が
浴
び
た
放
射
線
量
の
強
さ
に
応
じ
て
、
何
年
後
に
ど
の
部
位
の
癌
の
発
生
率
が
高
く

な
る
か
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
鎌
田
氏
に
よ
る
と
、
被
爆
後
七
〇
年
を
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経
た
今
、
一
つ
の
癌
か
ら
の
細
胞
の
転
移
で
な
く
、
別
個
の
部
位
に
複
数
の
癌
が
発
症
す
る
「
重
複
癌
」

が
多
発
し
て
い
る
と
い
う
。

　
外
部
被
曝
と
内
部
被
曝　

放
射
線
被
曝
に
は
、
体
外
か
ら
皮
膚
を
通
し
て
被
曝
す
る
「
外
部
被
曝
」
と
、

放
射
性
微
粒
子
が
口
や
鼻
か
ら
体
内
に
入
っ
て
被
曝
す
る
「
内
部
被
曝
」
が
あ
る
。
前
者
を
引
き
起
こ
す

の
は
、
爆
発
直
後
の
初
期
放
射
線
（
直
接
放
射
線
）
と
地
面
や
建
物
か
ら
出
る
残
留
放
射
線
で
、
後
者
を
引

き
起
こ
す
の
は
、
そ
の
残
留
放
射
線
と
「
死
の
灰
」
と
呼
ば
れ
る
放
射
性
降
下
物
で
あ
る
。

　

従
来
の
放
射
線
被
曝
の
分
析
で
は
、
外
部
被
曝
と
内
部
被
曝
の
区
別
よ
り
も
、
浴
び
た
放
射
線
の
強
さ

（
線
量
）
と
発
生
し
た
障
害
の
関
係
の
解
明
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
だ
が
最
近
の
研
究
で
は
、
体
内
に

入
っ
た
放
射
性
微
粒
子
に
よ
る
低
線
量
の
放
射
線
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ
る
と
、
遺
伝
子
の
修
復
能
力
が
損

な
わ
れ
、
細
胞
周
期
の
早
い
生
殖
細
胞
や
造
血
機
能
（
骨
髄
）、
胎
児
な
ど
に
障
害
を
生
じ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

広
島
で
被
爆
し
た
医
師
・
肥
田
舜
太
郎
氏
は
、
入
市
被
爆
者
と
内
部
被
曝
の
関
係
に
関
す
る
研
究
を
踏

ま
え
、
一
九
七
二
年
に
カ
ナ
ダ
の
研
究
者
ペ
ト
カ
ウ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
「
長
時
間
の
低
線
量
放
射
線

被
曝
の
方
が
短
時
間
の
高
線
量
放
射
線
被
曝
に
比
べ
、
は
る
か
に
生
体
組
織
を
破
壊
す
る
」
と
い
う
ペ
ト

カ
ウ
効
果
や
、
米
国
人
研
究
者
ス
タ
ー
ン
グ
ラ
ス
ら
に
よ
る
「
極
微
量
の
放
射
線
で
も
体
内
か
ら
放
射
さ
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れ
る
と
健
康
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
」
と
い
う
説
を
重
視
す
る
。
そ
の
上
で
、
核
実
験
被
害
や
原
発

事
故
、
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
に
関
連
す
る
と
見
ら
れ
る
深
刻
な
健
康
障
害
が
い
ず
れ
も
内
部
被
曝
に
よ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
警
告
し
、
分
子
生
物
学
な
ど
に
よ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　
心
理
学
的
影
響　

被
爆
七
〇
年
以
上
が
過
ぎ
た
現
在
も
多
く
の
被
爆
者
を
苦
し
め
て
い
る
一
つ
が
、
心

の
苦
し
み
や
ト
ラ
ウ
マ
（
心
理
的
外
傷
）
で
あ
る
が
、
原
爆
に
よ
る
障
害
の
中
で
最
も
研
究
が
遅
れ
て
い
る

の
が
、
心
理
学
的
な
影
響
で
あ
ろ
う
。
原
爆
被
爆
の
実
相
に
関
す
る
基
本
的
資
料
に
お
い
て
も
そ
の
記
述

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
未
知
な
部
分
が
多
い
被
爆
の
心
理
学
的
影
響
に
つ
い
て
の
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
数
少
な
い
研
究
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、
米
国
人
精
神
医
学
者
リ
フ
ト
ン
の

著
作
『D

eath in Life

』（
邦
訳
は
『
死
の
内
の
生
命
』）
で
あ
る
。
リ
フ
ト
ン
は
一
九
六
二
年
に
六
カ
月
間
広

島
に
滞
在
し
て
行
っ
た
七
五
人
の
被
爆
者
と
の
面
接
調
査
に
基
づ
き
、
こ
の
研
究
を
ま
と
め
た
。
被
爆
者

の
心
理
研
究
で
初
め
て
ト
ラ
ウ
マ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
著
作
と
し
て
、
今
日
で
も
内
外
の
研
究
者
の

間
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
田
七
男
氏
は
リ
フ
ト
ン
の
分
析
を
基
に
、
被
爆
者
が
受
け
た
心
理
学
的
影
響
を
、
①
自
分
だ
け
が
生

き
残
っ
た
と
い
う
「
後
悔
と
罪
の
意
識
」、
②
い
つ
放
射
線
の
障
害
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
「
限
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り
な
い
不
安
」、
③
地
獄
絵
の
よ
う
な
場
面
に
再
び
遭
遇
し
た
く
な
い
と
い
う
「
あ
の
場
面
か
ら
の
逃
避
」

の
意
識
、
④「
死
者
へ
の
尊
敬
と
畏
敬
の
念
」
の
四
点
に
整
理
し
て
い
る
。

　

一
方
、
被
爆
に
よ
る
心
理
学
的
影
響
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
る
症
状
の
一
つ
に
、「
原
爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
が

あ
る
。
一
部
の
被
爆
者
が
倦
怠
感
を
訴
え
、
労
働
を
せ
ず
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
語
源
と
見

ら
れ
、
医
学
的
に
は
病
気
と
し
て
の
実
体
は
否
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
米
国
に
よ
る
大
気
圏
核
実
験

で
被
曝
し
た
米
兵
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
被
災
者
、
劣
化
ウ
ラ
ン
に
よ
り
被
曝
し
た
疑
い
の
あ

る
湾
岸
戦
争
帰
還
兵
の
間
で
、
原
爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
に
類
似
し
た
倦
怠
症
状
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
と
放
射
線
被
曝
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
低
線
量
放
射
線
被
曝
で
変
形
し
た
赤
血
球
が

引
き
起
こ
す
と
の
説
も
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
立
証
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
被
爆
に
よ
る
心
理
学
的
影
響

は
、
内
部
被
曝
の
問
題
と
同
様
、
被
爆
後
七
〇
年
を
経
て
な
お
未
解
明
で
あ
り
、
か
つ
今
日
の
核
被
害
と

共
通
す
る
可
能
性
が
あ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

被
爆
体
験
と
原
爆
投
下
正
当
論

　

広
島
・
長
崎
に
お
け
る
被
爆
体
験
は
、
米
国
に
よ
る
原
爆
投
下
と
い
う
行
為
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
そ

し
て
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
が
核
兵
器
の
危
険
性
に
関
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
の
に
対
し
、
米
国
で
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は
原
爆
投
下
正
当
論
が
戦
後
形
成
さ
れ
て
支
配
的
な
世
論
と
な
り
、
核
兵
器
の
危
険
性
に
関
す
る
警
鐘
を

相
殺
し
隠
蔽
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
原
爆
投
下
正
当
論
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
に
お
け
る
主
要
な
議

論
を
分
析
す
る
。

　
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
声
明　

米
国
の
指
導
者
に
よ
り
原
爆
投
下
に
関
す
る
最
初
の
見
解
が
示
さ
れ
た

の
は
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
声
明
で
あ
る
。

「
一
六
時
間
前
、
米
国
航
空
機
一
機
が
日
本
陸
軍
の
重
要
基
地
で
あ
る
広
島
に
爆
弾
一
発
を
投
下
し

た
」「
日
本
は
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
お
い
て
空
か
ら
戦
争
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
、
何
倍
も
の
報
復

を
こ
う
む
っ
た
」「
最
後
通
告
が
ポ
ツ
ダ
ム
で
出
さ
れ
た
の
は
、
全
面
的
破
滅
か
ら
日
本
国
民
を
救
う

た
め
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
指
導
者
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
通
告
を
拒
否
し
た
。
も
し
彼
ら
が
今
わ
れ

わ
れ
の
条
件
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
（
略
）
こ
の
空
か
ら
の
攻
撃
に
続
い
て
海
軍
お
よ
び
地
上
軍
が
、

日
本
の
指
導
者
が
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
大
兵
力
（
略
）
を
も
っ
て
侵
攻
す
る
で
あ
ろ
う
」

　

ト
ル
ー
マ
ン
は
二
日
後
の
八
月
九
日
に
国
民
に
対
し
て
行
っ
た
「
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
報
告
」
の
中
で
、
原

爆
と
「
報
復
」
の
関
係
を
よ
り
直
接
的
に
表
現
し
て
い
る
。
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「
我
々
は
、
予
告
な
し
に
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
で
我
々
を
攻
撃
し
た
者
た
ち
に
対
し
、
ま
た
、
米
国
人
捕

虜
を
餓
死
さ
せ
、
殴
打
し
、
処
刑
し
た
者
た
ち
や
、
戦
争
に
関
す
る
国
際
法
規
に
従
う
ふ
り
を
す
る

態
度
す
ら
も
か
な
ぐ
り
捨
て
た
者
た
ち
に
対
し
て
原
爆
を
使
用
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
戦

争
の
苦
悶
を
早
く
終
ら
せ
る
た
め
に
、
何
千
何
万
も
の
米
国
青
年
の
生
命
を
救
う
た
め
に
そ
れ
を
使

用
し
た
の
で
あ
り
ま
す
」

　

ま
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
同
じ
日
、
米
国
キ
リ
ス
ト
教
会
連
邦
評
議
会
か
ら
原
爆
投
下
に
批
判
的
な
電
報
を

受
け
取
る
と
、
八
月
一
一
日
に
「
野
獣
に
対
処
す
る
時
は
野
獣
扱
い
す
べ
き
だ
」
と
返
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
爆
投
下
直
後
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
自
身
の
説
明
は
、
日
本
を
「
野
獣
」
と
捉
え
、

広
島
の
軍
事
的
役
割
を
強
調
し
、
真
珠
湾
攻
撃
へ
の
報
復
と
し
て
原
爆
を
使
用
し
た
と
位
置
付
け
て
お
り
、

原
爆
で
救
わ
れ
る
米
兵
の
数
に
つ
い
て
は
「
何
千
何
万
」
と
し
か
触
れ
て
い
な
い
。

　「
報
復
」
か
ら
「
百
万
人
救
済
論
」
へ　

と
こ
ろ
が
原
爆
投
下
か
ら
二
年
後
の
一
九
四
七
年
ご
ろ
か
ら
、

米
国
政
府
の
主
張
は
、
対
日
報
復
よ
り
も
原
爆
投
下
で
地
上
戦
が
回
避
さ
れ
て
大
勢
の
人
命
が
救
済
さ
れ

た
点
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
元
陸
軍
長
官
の
「
原
爆

投
下
の
決
定
」
と
い
う
論
文
で
あ
る
。
こ
の
中
で
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
は
「
も
し
米
国
が
計
画
（
筆
者
注
：
本
土
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上
陸
作
戦
を
指
す
）
ま
で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ら
、
主
要
な
戦
闘
は
少
な
く
と
も
一
九
四
六
年
の
後

半
ま
で
は
続
い
た
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
米
軍
だ
け
で
百
万
人
の
死
傷
者
が
出
た
は
ず
だ
と
私
は
知
ら

さ
れ
た
。（
略
）
日
本
側
に
は
我
々
よ
り
は
る
か
に
多
い
死
傷
者
が
出
て
い
た
は
ず
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

原
爆
投
下
直
後
の
米
国
国
内
世
論
は
当
初
、
原
爆
に
関
す
る
情
報
が
極
め
て
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
賛
否
両
論
だ
っ
た
が
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
論
文
が
登
場
す
る
と
急
速
に
原
爆
投
下
擁
護
に
傾
い
て
い
き
、

い
わ
ゆ
る
「
百
万
人
救
済
論
」
が
世
論
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
百
万
人
と
い
う
死
（
傷
）
者
予
測
自
体
に
根
拠
が
な
い
と
の
見
方
も
、
米
国
の
歴
史
研

究
者
の
間
で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
有
力
に
な
っ
て
い
る
。「
正
統
的
」
歴
史
解
釈
に
逆
ら
う
と
い
う
意
味

で
「
修
正
主
義
学
派
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
彼
ら
が
最
終
的
な
論
拠
と
し
て
い
る
の
が
、

一
九
四
五
年
六
月
一
八
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
大
統
領
と
統
合
参
謀
本
部
と
の
会
議
で
あ
る
。

席
上
、
統
合
戦
争
計
画
委
員
会
が
作
成
し
た
日
本
上
陸
作
戦
に
関
す
る
大
統
領
宛
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
配

布
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
上
陸
作
戦
を
南
九
州
お
よ
び
関
東
平
野
で
行
っ
た
場
合
の
死
者
は
四
万
人
、

南
九
州
お
よ
び
九
州
北
西
部
で
行
な
っ
た
場
合
の
死
者
は
二
万
五
千
人
、
南
九
州
、
九
州
北
西
部
お
よ
び

関
東
平
野
で
行
な
っ
た
場
合
の
死
者
は
四
万
六
千
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
を
土
台
に
、
米
国
の
歴
史
学
者
バ
ー
ン
ス
テ
イ
ン
（Barton J. Bernstein

）
は
「
米
国
の
指
導
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者
は
原
爆
で
五
〇
万
人
（
筆
者
注
：
ト
ル
ー
マ
ン
は
『
回
想
録
』
で
日
本
上
陸
作
戦
の
死
者
を
五
〇
万
人
と
記
し
て
い

る
）
を
救
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
愛
国
的
な
雰
囲
気
の
中
、
日
本
上
陸
作
戦
で
死
ぬ
か
も

し
れ
な
い
二
万
五
千
か
ら
四
万
六
千
人
の
米
国
人
を
救
う
た
め
、
大
勢
の
日
本
人
を
殺
す
原
爆
を
投
下
す

る
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
原
爆
展
中
止
で
再
燃
し
た
論
争　

だ
が
、
米
国
社
会
で
は
依
然
、「
百
万
人
救
済
論
」
を
論
拠
に
原
爆
投

下
正
当
論
が
「
公
式
見
解
」
と
し
て
多
数
派
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
示
さ
れ
た
の
が
、

一
九
九
五
年
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
に
お
け
る
原
爆
展
の
中
止
で
あ
る
。
同
博
物
館
が
、
広

島
に
原
爆
を
投
下
し
た
Ｂ
２9
爆
撃
機
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
の
復
元
機
体
と
と
も
に
、
米
国
の
原
爆
開
発
・
投

下
に
加
え
て
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
の
惨
状
な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
を
企
画
し
た
が
、
議
会
や
退
役
軍
人

ら
の
圧
力
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
米
国
国
内
に
お
け
る
原
爆
投
下
を
巡
る
認
識
の
対
立
が
、

日
本
国
内
で
も
関
心
を
集
め
た
。

　

一
方
、
米
国
の
中
学
生
、
高
校
生
た
ち
が
使
う
社
会
科
の
教
科
書
に
原
爆
投
下
を
巡
る
記
述
が
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
は
こ
の
「
百
万
人
救
済
論
」
に
言
及
し
て
い
る
。「
軍
事
顧
問
は
、
日
本
本
土
侵
攻
と

も
な
れ
ば
、
百
万
人
も
の
連
合
国
軍
兵
士
の
生
命
が
犠
牲
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
警
告
し
た
」
な
ど

の
記
述
と
と
も
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
原
爆
投
下
の
決
定
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
考
え
さ
せ
る
内
容
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と
な
っ
て
い
る
。
一
見
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
生
徒
た
ち
に
判
断
さ
せ
よ
う
と
す
る
形
式
を
取
っ
て

い
る
が
、
教
科
書
に
は
被
爆
体
験
の
具
体
的
な
記
述
は
乏
し
く
、
原
爆
投
下
決
定
を
支
持
す
る
生
徒
が
多

い
。

２　

戦
争
の
文
脈
に
お
け
る
原
爆
投
下

第
二
次
大
戦
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
）
と
は
い
か
な
る
戦
争
だ
っ
た
か

　

太
平
洋
戦
争
と
は
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
ま
で
続
い
た
戦
争
で
あ
り
、

真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま
り
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
と
ソ
連
の
参
戦
で
終
わ
っ
た
。
日
本
が
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
で
、
主
に
米
国
を
相
手
に
戦
っ
た
戦
争
で
あ
り
、「
満
州
事
変
」
で
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
の
延
長

と
捉
え
、「
一
五
年
戦
争
」、
あ
る
い
は
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
と
呼
ぶ
学
者
も
い
る
。

　

日
本
は
な
ぜ
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
し
た
の
か
。
一
言
で
言
え
ば
、
日
本
が
明
治
維
新
以
来
、
ア
ジ
ア
に

築
い
た
権
益
、
と
り
わ
け
満
州
事
変
以
降
に
ア
ジ
ア
に
獲
得
し
た
権
益
を
守
る
た
め
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
―
九
五
年
）
で
台
湾
を
植
民
地
に
し
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
〇
五
年
）

で
南
満
州
鉄
道
、
南
樺
太
な
ど
を
獲
得
し
た
。
こ
の
間
、「
日
韓
併
合
」（
一
九
一
〇
年
）
で
朝
鮮
半
島
を
植

民
地
に
し
、
次
い
で
中
国
本
土
で
の
利
権
獲
得
を
目
指
し
た
。
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一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
始
ま
る
と
、
列
強
の
中
国
へ
の
影
響
力
が
弱
ま
る
中
、
日
本
は
ド
イ
ツ

が
租
借
し
て
い
た
山
東
半
島
・
青
島
を
占
領
し
、
一
九
一
五
年
に
は
中
国
に
二
十
一
カ
条
要
求
を
突
き
つ

け
、
山
東
省
や
東
北
部
で
の
権
益
拡
大
を
狙
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
米
国
の
主
導
で
第
一
次
大

戦
後
の
一
九
二
一
年
、
中
国
お
よ
び
中
国
に
利
害
を
持
つ
日
本
を
含
む
九
カ
国
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議

が
開
催
さ
れ
、
九
カ
国
条
約
を
結
ん
で
、
中
国
の
主
権
・
独
立
の
尊
重
、
領
土
保
全
、
門
戸
開
放
、
機
会

均
等
な
ど
を
認
め
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
は
引
き
続
き
中
国
へ
の

権
益
拡
大
を
狙
い
、
一
九
三
一
年
に
は
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
て
一
九
三
二
年
に
「
満
州
国
」
を
独
立

さ
せ
、
勢
力
下
に
お
い
た
。

満
州
事
変
が
転
換
点

　

満
州
事
変
は
、
日
本
が
そ
の
後
の
戦
争
へ
と
向
か
う
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
九
月
一
八

日
午
後
一
〇
時
過
ぎ
、
満
州
・
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で
、
南
満
州
鉄
道
の
線
路
を
関
東
軍
の
独
立
守
備
隊

数
人
が
爆
破
し
、
レ
ー
ル
の
片
側
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
破
損
し
た
。
首
謀
者
は
関
東
軍
の
参
謀
、

板
垣
征
四
郎
・
高
級
参
謀
と
石
原
莞
爾
・
作
戦
参
謀
で
あ
り
、
板
垣
は
爆
破
直
後
、
中
国
の
軍
事
行
動
だ

と
し
て
独
断
で
中
国
軍
の
兵
営
の
北
大
営
と
奉
天
城
へ
の
攻
撃
を
命
じ
た
。
関
東
軍
司
令
官
も
石
原
に
促
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さ
れ
て
一
九
日
午
前
一
時
半
す
ぎ
か
ら
、「
自
衛
行
動
」
の
名
目
で
各
部
隊
に
攻
撃
命
令
を
出
し
、
奉
天
以

外
の
満
鉄
沿
線
の
都
市
を
攻
撃
占
領
し
た
。

　

こ
う
し
て
日
本
は
軍
事
力
に
よ
り
中
国
に
進
出
し
、
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
に
は
北
部
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン

ド
シ
ナ
（
仏
印
）
に
進
駐
し
、
日
独
伊
三
国
同
盟
を
締
結
、
一
九
四
一
年
に
は
南
部
仏
印
に
進
駐
す
る
が
、

こ
う
し
た
政
策
に
最
も
反
発
し
た
の
が
米
国
お
よ
び
英
国
で
あ
る
。
一
連
の
日
本
の
行
動
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
体
制
や
九
カ
国
条
約
で
約
束
し
た
中
国
に
つ
い
て
の
原
則
に
関
す
る
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
仏
印
進
駐

は
、
重
慶
を
拠
点
と
す
る
中
国
の
蒋
介
石
政
権
へ
の
米
英
の
支
援
ル
ー
ト
の
遮
断
を
狙
っ
た
と
受
け
止
め

ら
れ
た
。

　

日
本
の
北
部
仏
印
進
駐
前
後
か
ら
、
米
国
は
対
日
経
済
制
裁
を
強
化
す
る
。
一
九
四
一
年
、
米
国
務
長

官
ハ
ル
は
日
本
側
に
「
領
土
保
全
と
主
権
尊
重
」「
内
政
不
干
渉
」「
機
会
均
等
」「
太
平
洋
の
現
状
維
持
」

の
四
原
則
を
提
示
。
南
部
仏
印
進
駐
後
は
対
日
全
面
禁
輸
措
置
を
取
り
、
そ
の
後
、
日
米
交
渉
が
続
け
ら

れ
る
が
、
一
一
月
二
六
日
の
米
側
提
案
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
）
を
巡
っ
て
最
終
的
に
決
裂
し
、
日
本
は

真
珠
湾
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
。
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満
州
事
変
以
降
の
利
権
を
守
る
た
め
真
珠
湾
攻
撃

　

米
国
側
が
最
後
に
示
し
た
一
一
月
二
六
日
付
の
提
案
は
、
ハ

ル
四
原
則
の
無
条
件
承
認
、
中
国
お
よ
び
南
北
仏
印
か
ら
の
全

面
撤
退
、
日
独
伊
三
国
同
盟
か
ら
の
離
脱
な
ど
を
求
め
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
要
求
に
つ
い
て
日
本
の
指
導
者
ら
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
体
制
お
よ
び
九
カ
国
条
約
へ
の
復
帰
を
求
め
、「
満
州
事
変

前
へ
の
後
退
を
求
め
る
も
の
」
と
受
け
止
め
、
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

　

言
い
換
え
る
な
ら
、
日
本
陸
軍
の
謀
略
で
あ
る
満
州
事
変
に

よ
っ
て
獲
得
し
た
「
満
州
国
」
も
含
む
全
て
の
利
権
を
手
放
さ

な
い
た
め
に
、
戦
争
と
い
う
手
段
に
国
民
を
巻
き
込
ん
で
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　

太
平
洋
戦
争
に
勝
ち
目
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
開
戦
当
時

（
一
九
四
一
年
）
の
米
国
の
国
力
を
日
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る

（
表
２
参
照
）。

表 ２　米国の国力の日本との比較

国民総生産　　　日本の11.83倍
粗鋼生産力　　　日本の1２.11倍
航空機生産量　　日本の5.16倍
自動車保有台数　日本の160.80倍
国内石油産出量　日本の777倍（日本は石油の 7 割を

米国から輸入していた）
国家予算　　　　日本の3.4２倍
軍事予算　　　　日本の２.13倍

（出典）山田朗『軍備拡張の近代史』（吉川弘文館、1997
年）など参照に筆者作成
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で
は
、
太
平
洋
戦
争
で
日
本
は
ど
う
戦
っ
た
の
か
。
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
で
奇
襲

に
は
成
功
し
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
宣
戦
布
告
前
に
攻
撃
を
開
始
し
、
米
側
に
「
だ
ま
し
討
ち
」
の
怒

り
を
買
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
二
年
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
大
敗
し
、
空
母
四
隻
を
失
っ
て
以
降
、

戦
局
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
翌
一
九
四
三
年
五
月
、
ア
ッ
ツ
島
の
守
備
隊
二
五
〇
〇
人
が
戦
死
し

た
際
、
初
め
て
「
玉
砕
」
と
発
表
さ
れ
る
。
同
年
九
月
に
は
「
絶
対
国
防
圏
」
が
設
定
さ
れ
た
。

「
絶
対
国
防
圏
」
の
ま
ぼ
ろ
し

　

絶
対
国
防
圏
と
は
日
本
が
絶
対
に
死
守
す
べ
き
地
域
で
あ
り
、
千
島
、
小
笠
原
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
南
方
、
ビ
ル
マ
を
結
ぶ
範
囲
で
制
空
権
、
制
海
圏
を
確
保
し
、
持
久
態
勢
を
固
め
た
上
で
、

機
動
部
隊
と
航
空
部
隊
を
組
み
合
わ
せ
て
、
連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
、
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
絶
対
国
防
圏
の
最
前
線
に
あ
る
の
が
、
サ
イ
パ
ン
島
、
グ
ア
ム
島
、
テ
ニ
ア
ン
島
な
ど
か
ら
な
る

マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
か
ら
日
本
が
統
治
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
南
西
二
四
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
飛
行
場
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
陥
落
す
れ
ば
、
本
土
の

直
接
攻
撃
が
可
能
に
な
る
。
事
実
、
絶
対
国
防
圏
が
破
ら
れ
て
サ
イ
パ
ン
（
一
九
四
四
年
七
月
）、
グ
ア
ム
、

テ
ニ
ア
ン
（
と
も
に
一
九
四
四
年
八
月
）
が
陥
落
す
る
と
、
日
本
の
本
土
は
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
テ
ニ
ア
ン
島



第４章　核兵器の非人道性と戦争の非人道性

87

か
ら
飛
び
立
っ
た
Ｂ
２9
に
よ
り
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
死
者
は
約
三
一
〇
万
人
で
、
民
間
人
の
死
者
は
八
〇
万
人
、
兵
士
の
死

者
は
二
三
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
民
間
人
の
死
者
の
ほ
ぼ
全
て
、
お
よ
び
兵
士
の
死
者
の
大
半
は
、

絶
対
国
防
圏
が
破
ら
れ
サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
し
て
以
降
の
約
一
年
間
に
犠
牲
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、
沖
縄
戦
の
死
者
約
二
〇
万
人
や
広
島
・
長
崎
の
死
者
計
約
二
一
万
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。

日
本
が
起
こ
し
た
戦
争
の
非
人
道
性

　

日
本
の
国
民
の
視
点
か
ら
み
て
、
太
平
洋
戦
争
の
最
大
の
悲
劇
は
、
国
家
や
軍
に
よ
る
人
命
の
軽
視
で

あ
り
、
そ
れ
は
戦
闘
員
の
人
命
お
よ
び
市
民
の
人
命
の
双
方
が
含
ま
れ
る
。

　
兵
士
の
人
命
の
軽
視　

最
大
の
原
因
は
、「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」（
戦
陣
訓
）
に
示
さ
れ
た
軍

の
規
則
で
あ
り
、
兵
士
は
い
か
な
る
状
況
で
も
降
伏
を
許
さ
れ
ず
、
窮
地
で
の
生
存
・
抵
抗
よ
り
、
華
々

し
い
「
玉
砕
」
が
美
化
さ
れ
た
。

　
非
戦
闘
員
（
一
般
市
民
）
の
人
命
の
軽
視　

軍
人
へ
の
規
則
は
、
事
実
上
民
間
人
に
も
強
要
さ
れ
、
多
く

の
非
戦
闘
員
が
降
伏
を
許
さ
れ
ず
、
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
。
満
州
で
は
、
ソ
連
の
参
戦
を
知
っ
た

関
東
軍
が
民
間
人
を
見
捨
て
て
撤
退
し
た
し
、
沖
縄
戦
や
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
な
ど
で
は
、
米
軍
へ
の
発
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覚
を
恐
れ
て
日
本
軍
が
赤
ん
坊
を
殺
し
、
投
降
し
よ
う
と
し
た
民
間
人
を
後
ろ
か
ら
銃
撃
す
る
事
態
も
起

き
た
。
沖
縄
で
は
、
投
降
し
て
捕
虜
収
容
所
に
い
た
民
間
人
を
、
夜
間
、
日
本
兵
が
山
か
ら
現
れ
て
銃
撃

し
た
と
い
う
。

　
米
軍
に
よ
る
非
戦
闘
員
の
人
命
の
軽
視　

米
軍
が
日
本
の
二
一
五
の
市
町
村
で
行
っ
た
空
襲
も
、
非
戦

闘
員
の
大
量
殺
戮
で
あ
り
、
人
命
の
軽
視
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
空
襲
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
絶
対
国

防
圏
が
破
れ
て
サ
イ
パ
ン
（
一
九
四
四
年
七
月
）、
グ
ア
ム
、
テ
ニ
ア
ン
（
と
も
に
一
九
四
四
年
八
月
）
が
陥
落
し

た
か
ら
で
あ
り
、
テ
ニ
ア
ン
島
か
ら
飛
び
立
っ
た
Ｂ
２9
に
よ
り
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
非
戦

闘
員
が
大
量
に
殺
さ
れ
た
。
非
戦
闘
員
の
無
差
別
大
量
の
殺
戮
は
国
際
法
違
反
で
あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
の
犠
牲
者　

戦
争
の
犠
牲
者
は
日
本
人
だ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
表
３
に
示
し
た
国

で
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　「
戦
争
完
遂
」
を
繰
り
返
す
指
導
者　

仮
に
「
戦
争
と
は
他
の
手
段
を
も
っ
て
す
る
政
治
の
継
続
で
あ

る
」（
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』）
と
し
て
も
、
合
理
的
指
導
者
が
い
な
け
れ
ば
政
治
目
的
は
果
た
せ
な

い
。
絶
対
国
防
圏
が
破
ら
れ
て
本
土
空
襲
が
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
、
日
本
に
合
理
的
指
導
者
が
い
れ
ば
、

直
ち
に
和
平
を
模
索
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
二
カ
月
後
の
一
九
四
四
年
九
月
に
最

高
戦
争
指
導
会
議
が
決
め
た
の
は
「
戦
争
の
完
遂
」
で
あ
り
、
マ
ニ
ラ
戦
に
敗
れ
、
沖
縄
戦
が
絶
望
的
な
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見
通
し
の
中
、
一
九
四
五
年
六
月
の
最
高

戦
争
指
導
会
議
が
決
め
た
の
も
「
戦
争
の

完
遂
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
原
爆
が
広
島

と
長
崎
に
投
下
さ
れ
、
ソ
連
が
参
戦
し
て

よ
う
や
く
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

し
た
。
ま
さ
に
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
だ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

３　
「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」

も
「
戦
争
の
非
人
道
性
」
も

追
及
す
べ
き

　

国
際
社
会
で
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
根
拠
に
核
兵
器
の
非
合
法
化
（
核
兵
器
禁

止
条
約
）
を
一
刻
も
早
く
実
現
す
べ
き
だ
、

と
い
う
声
が
増
え
る
一
方
、
米
国
な
ど
の

表 ３　太平洋戦争の犠牲者

日本 310万人
朝鮮 ２0万人
中国 1000万人以上
台湾 3 万人
フィリピン 111万人
ベトナム ２00万人
ビルマ 15万人
マレーシア・シンガポール 10万人以上
インドネシア 400万人
インド 150万人
オーストラリア 1 万 8 千人
合計 ２２00万人以上

（出典）吉岡吉典『日本の侵略と膨張』（新日本出版社、
1996年）、小田部雄次・林博史・山田朗『キー
ワード　日本の戦争犯罪』（雄山閣、1995年）な
ど参照に筆者作成
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核
兵
器
保
有
国
は
非
現
実
的
だ
と
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
を
根
拠
に
核
兵
器

の
危
険
性
を
訴
え
よ
う
と
す
る
声
に
対
し
、
今
日
も
米
国
内
で
は
「
原
爆
投
下
正
当
論
」
が
多
数
派
の
意

見
と
し
て
存
在
す
る
。
正
当
論
の
論
拠
と
さ
れ
る
「
百
万
人
救
済
論
」
に
客
観
的
根
拠
が
乏
し
い
こ
と
は

米
国
の
歴
史
学
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
を
通
じ
て
正
当
論
は
維
持
さ
れ
、
被

爆
体
験
に
基
づ
く
被
爆
地
か
ら
の
訴
え
を
相
殺
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
実
に
対
し
て
私
た
ち
は
ど
う
す
べ
き
か
。
第
一
に
、
被
爆
体
験
が
示
し
て
い
る
核
兵
器
の

危
険
性
・
非
人
道
性
を
、
引
き
続
き
科
学
的
に
検
証
し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
世
界
に
訴
え
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
第
二
に
、
米
国
内
で
依
然
、
根
強
い
原
爆
投
下
正
当
論
に
対
す
る
実
証
的
な
再
検
証
を
、
日
本
の
研

究
者
も
積
極
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
だ
が
、
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
日
本
が
始
め
た
戦
争
が

も
た
ら
し
た
非
人
道
性
の
検
証
で
は
な
い
か
。

　

真
珠
湾
攻
撃
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
」、
つ
ま
り
米

国
（
Ａ
）、
英
国
（
Ｂ
）、
中
国
（
Ｃ
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
Ｄ
）
に
よ
っ
て
日
本
は
不
当
な
経
済
制
裁
を
課
せ
ら
れ
、

や
む
な
く
死
中
に
活
を
求
め
て
真
珠
湾
攻
撃
に
打
っ
て
出
た
、
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
経
済

制
裁
の
原
因
を
た
ど
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
後
に
日
本
も
九
カ
国
条
約
に
加
わ
り
国
際
社
会
と
と
も
に
同
意

し
た
中
国
の
主
権
・
独
立
の
尊
重
、
領
土
保
全
、
門
戸
開
放
、
機
会
均
等
、
領
土
保
全
な
ど
の
原
則
を
、
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日
本
陸
軍
の
完
全
な
謀
略
で
あ
る
満
州
事
変
お
よ
び
そ
の
後
の
中
国
本
土
で
の
利
権
獲
得
に
よ
っ
て
、
日

本
が
自
ら
破
っ
た
こ
と
に
行
き
着
く
。

　

さ
ら
に
、
政
府
・
指
導
者
ら
は
満
州
事
変
以
前
の
状
態
に
戻
せ
と
の
米
国
の
要
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
と

判
断
し
、
無
謀
な
戦
争
に
国
民
を
引
き
ず
り
込
み
、
合
理
的
指
導
者
で
あ
れ
ば
和
平
を
結
ぶ
し
か
な
い
状

況
が
重
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
と
ご
と
く
「
戦
争
完
遂
」
に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

に
国
民
を
導
き
、
日
本
国
民
に
多
大
な
犠
牲
を
強
い
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
周
辺
国
に
も
大
勢
の
犠

牲
者
を
出
し
た
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
引
き
起
こ
し
た
戦
争
の
非
人
道
性
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
被
爆
地
が
原
爆
や
核
兵
器
の

非
人
道
性
の
み
を
訴
え
て
も
、
説
得
力
に
欠
け
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性
も
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
も
、
そ
し
て
今
世
界
で
起
き
て
い
る
様
々
な
非
人
道
的
な
問
題
に
も
等
し
く
関
心
を
持
ち
、
国

境
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
越
え
て
、
ど
う
す
れ
ば
繰
り
返
さ
な
い
で
済
む
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　

追
記
：
本
稿
は
、
水
本
和
実
「
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
戦
争
の
非
人
道
性
」『
人
道
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
日
本

赤
十
字
国
際
人
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
五
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
三
二
―
四
七
頁
、
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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献
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